
日本天文学会2010年春季年会

Y30a 『DVD「太陽のなぞに迫る」上映キャンペーン』の実施と結果
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PAONETひのでデータ活用ワーキンググループ (以下 PAOひので)と国立天文台ひので科学プロジェクトは、
2009年 5月に共同で発行したDVD「太陽のなぞに迫る」に収録のビデオ作品が日本全国の科学教育の場で上映さ
れることをサポートするために、「DVD「太陽のなぞに迫る」上映キャンペーン」(DVD上映キャンペーン)を行
なった。これはすでに開始していた「母なる星・太陽を知ろう」キャンペーンの一環として、期間は 2009年 6月よ
り 9月 23日まで行なわれた。このDVD上映キャンペーンでは、PAOひのでが科学教育施設・学校・ボランティ
ア団体などに対して呼びかけを行ないキャンペーンに参加する施設・団体を募集し、それらのリストをウェブに公
開することで、興味のある一般の方へDVD収録ビデオ作品上映の情報を提供した。また、ひので科学プロジェク
トではキャンペーンを支援するため、リーフレット及びひのでペーパークラフトを最大それぞれ 300部まで参加
施設に提供した。キャンペーン参加の条件としては、DVD収録の 4種類のビデオ作品のうち 1種類でも上映して
もらえればよく、また期間もこの期間中であれば 1日のイベントでも上映してもらえれば参加できることとした。
7月にある日食により太陽への関心が大きかったこともあり、参加施設・団体数は 37になった。上映するビデ

オ作品は「日食の姿」が単独でトップになると予測したが、「4種類すべてを上映する」が大半の 28を占めた。
本発表ではこれらの詳細に加えて、キャンペーン終了後に参加施設・団体に対して行なったアンケートの結果

を報告する。


